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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個の蓄電装置を備え、前記Ｎ個の蓄電装置のうちの少なくとも１個の蓄電装置からの
電力により動力を出力する駆動装置を有する電動車両に搭載される電源装置であって、
　外部充電器からの電力を用いて、前記Ｎ個の蓄電装置のうちの少なくとも１個の蓄電装
置のＭ個の組み合わせを用いて充電するＭ個の充電方法を切り替えて充電する充電切替装
置と、
　前記充電切替装置を制御する充電制御装置と、
　を備え、
　前記充電制御装置は、
（１）前記Ｍ個の充電方法について、所定電流で所定時間だけ充電したときの前記Ｎ個の
蓄電装置の温度を各蓄電装置の特性に基づいてＮ個の推定温度として求めると共に前記Ｎ
個の推定温度と前記各蓄電装置の特性に基づいて前記Ｎ個の推定温度のときに前記Ｎ個の
蓄電装置から出力可能な許容最大電力を求めることにより、Ｍ個の許容最大電力を求め、
（２）前記Ｍ個の許容最大電力のうち最も大きい許容最大電力が得られる充電方法で充電
するように制御する、
　ことを特徴とする電源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、電源装置に関し、詳しくは、複数の蓄電装置を備える電源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の電源装置としては、商用電源に接続してバッテリを充電する際に、バッ
テリ温度が所定温度以下のときには、リプル昇温制御を実施してバッテリを昇温した後に
商用電源からの電力を用いて充電するものが提案されている（例えば、特許文献１参照）
。ここで、リプル昇温制御は、バッテリと平滑用コンデンサとの間で予め定めた充放電電
流により短い時間で充放電を繰り返す制御である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８３１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　冷間時に容量の大きな複数の蓄電装置を一定時間で充電する場合、蓄電装置を順次充電
すると、最初に充電した蓄電装置の温度が低下し、蓄電装置から出力可能な許容最大電力
が小さくなる場合が生じる。一方、複数の蓄電装置を同時に充電すると、蓄電装置の温度
上昇が鈍くなり、充電効率も低下し十分な充電が行なわれない場合を生じる。
【０００５】
　本発明の電源装置は、複数の蓄電装置から出力可能な許容最大電力が大きくなるように
複数の蓄電装置を充電することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電源装置は、上述の主目的を達成するために以下の手段を採った。
【０００７】
　本発明の電源装置は、
　Ｎ個の蓄電装置を備え、前記Ｎ個の蓄電装置のうちの少なくとも１個の蓄電装置からの
電力により動力を出力する駆動装置を有する電動車両に搭載される電源装置であって、
　外部充電器からの電力を用いて、前記Ｎ個の蓄電装置のうちの少なくとも１個の蓄電装
置のＭ個の組み合わせを用いて充電するＭ個の充電方法を切り替えて充電する充電切替装
置と、
　前記充電切替装置を制御する充電制御装置と、
　を備え、
　前記充電制御装置は、
（１）前記Ｍ個の充電方法について、所定電流で所定時間だけ充電したときの前記Ｎ個の
蓄電装置の温度を各蓄電装置の特性に基づいてＮ個の推定温度として求めると共に前記Ｎ
個の推定温度と前記各蓄電装置の特性に基づいて前記Ｎ個の推定温度のときに前記Ｎ個の
蓄電装置から出力可能な許容最大電力を求めることにより、Ｍ個の許容最大電力を求め、
（２）前記Ｍ個の許容最大電力のうち最も大きい許容最大電力が得られる充電方法で充電
するように制御する、
　ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の電源装置では、Ｎ個の蓄電装置蓄のＭ個の組み合わせを用いて充電するＭ個の
充電方法について、所定電流で所定時間だけ充電したときのＮ個の蓄電装置の温度を各蓄
電装置の特性に基づいてＮ個の推定温度として求めると共にＮ個の推定温度と各蓄電装置
の特性に基づいてＮ個の推定温度のときにＮ個の蓄電装置から出力可能な許容最大電力を
求めることにより、Ｍ個の許容最大電力を求める。そして、Ｍ個の許容最大電力のうち最
も大きい許容最大電力が得られる充電方法で充電するように制御する。これにより、Ｎ個
の蓄電装置から出力可能な許容最大電力が大きくなるようにＮ個の蓄電装置を充電するこ
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とができる。
【０００９】
　電源装置が第１蓄電装置と第２蓄電装置の２つの蓄電装置を備える場合には、以下のよ
うになる。Ｍ個の充電方法は、第１蓄電装置だけを充電する第１充電方法と、第２蓄電装
置だけを充電する第２充電方法と、第１蓄電装置と第２蓄電装置の双方を充電する第３充
電方法の３つの充電方法となる。Ｍ個の許容最大電力は、第１充電方法による第１許容最
大電力と、第２充電方法による第２許容最大電力と、第３充電方法による第３許容最大電
力の３つの許容最大電力となる。第１許容最大電力は、所定電流で前記第１充電方法で所
定時間だけ充電したときの第１蓄電装置の温度を第１蓄電装置の特性に基づいて第１推定
温度として求め、第１推定温度と第１蓄電装置の特性に基づいて第１推定温度のときに第
１蓄電装置から出力可能な許容最大電力と充電開始時の温度（第２蓄電装置の推定温度）
のときに前記第２蓄電装置から出力可能な許容最大電力との和として求める。第２許容最
大電力は、所定電流で第２充電方法で所定時間だけ充電したときの第２蓄電装置の温度を
第２蓄電装置の特性に基づいて第２推定温度として求め、第２推定温度と第２蓄電装置の
特性に基づいて第２推定温度のときに第２蓄電装置から出力可能な許容最大電力と充電開
始時の温度（第１蓄電装置の推定温度）のときに第１蓄電装置から出力可能な許容最大電
力との和として求める。第３許容最大電力は、所定電流で第３充電方法で所定時間だけ充
電したときの第１蓄電装置と第２蓄電装置の温度を第１蓄電装置の特性と第２蓄電装置の
特性に基づいて第３推定温度と第４推定温度として求め、第３推定温度と第１蓄電装置の
特性に基づいて得られる第３推定温度のときに第１蓄電装置から出力可能な許容最大電力
と第４推定温度と第２蓄電装置の特性に基づいて得られる第４推定温度のときに第２蓄電
装置から出力可能な許容最大電力との和として求める。そして、第１許容最大電力と第２
許容最大電力と第３許容最大電力とのうち最も大きい許容最大電力が得られる充電方法で
充電するように制御する。これにより、２つの蓄電装置から出力可能な許容最大電力が大
きくなるように２つの蓄電装置を充電することができる。
【００１０】
　電源装置が第１蓄電装置と第２蓄電装置と第３蓄電装置の３つの蓄電装置を備える場合
には、以下のようになる。Ｍ個の充電方法は、第１蓄電装置だけを充電する第１充電方法
と、第２蓄電装置だけを充電する第２充電方法と、第３蓄電装置だけを蓄電する第３充電
方法と、第１蓄電装置と第２蓄電装置だけを同時に充電する第４充電方法と、第２蓄電装
置と第３蓄電装置だけを同時に充電する第５充電方法と、第１蓄電装置と第３蓄電装置だ
けを同時に充電する第６充電方法と、第１蓄電装置と第２蓄電装置と第３蓄電装置とを同
時に充電する第７充電方法の７つの充電方法となる。Ｍ個の許容最大電力は、第１充電方
法による第１許容最大電力と、第２充電方法による第２許容最大電力と、第３充電方法に
よる第３許容最大電力と、第４充電方法による第４許容最大電力と、第５充電方法による
第５許容最大電力と、第６充電方法による第６許容最大電力と、第７充電方法による第７
許容最大電力の７つの許容最大電力となる。７つの許容最大電力は、電源装置が第１蓄電
装置と第２蓄電装置の２つの蓄電装置を備える場合と同様に計算する。そして、７つの許
容最大電力のうち最も大きい許容最大電力が得られる充電方法で充電するように制御する
。これにより、３つの蓄電装置から出力可能な許容最大電力が大きくなるように３つの蓄
電装置を充電することができる。電源装置が４つ以上の蓄電装置を備える場合も同様であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例の電源装置２０の構成の概略を示す構成図である。
【図２】電子制御ユニット６０により実行される充電制御ルーチンの一例を示すフローチ
ャートである。
【図３】温度上昇値計算用マップＡ１の一例を示す説明図である。
【図４】出力制限用マップＡ２の一例を示す説明図である。
【図５】出力制限用マップＢ２の一例を示す説明図である。
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【図６】温度上昇値計算用マップＢ１の一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明を実施するための形態を実施例を用いて説明する。
【実施例】
【００１３】
　図１は、本発明の実施例の電源装置２０の構成の概略を示す構成図である。実施例の電
源装置２０は、走行用の駆動装置１０に電力を供給する電動車両に搭載された電源装置と
して構成されており、図示するように、第１電池２２と、第２電池３２と、コンバータ４
０と、電子制御ユニット６０と、を備え、駆動装置１０に電力を供給したり、外部電源に
接続された外部充電器１８に接続されて第１電池２２，３２を充電する。なお、駆動装置
１０は、モータおよびこのモータを駆動するためのインバータなどが該当する。
【００１４】
　第１電池２２は、例えばリチウムイオン二次電池やニッケル水素二次電池として構成さ
れており、電力ライン２４（２４ａ，２４ｂ）に接続されている。第２電池３２は、第１
電池２２と特性が異なる電池として構成されており、例えばリチウムイオン二次電池やニ
ッケル水素二次電池として構成されている。第２電池３２は、電力ライン３４（３４ａ，
３４ｂ）に接続されている。
【００１５】
　コンバータ４０は、第１電池２２が接続された電力ライン２４（２４ａ，２４ｂ）と第
２電池３２が接続された電力ライン３４（３４ａ，３４ｂ）と駆動装置１０が接続された
電力ライン１４（１４ａ，１ｂ）とに接続されており、電力ライン２４，３４（第１電池
２２，３２）の電力を電圧の昇圧を伴って電力ライン１４（駆動装置１０）に供給するこ
とができるように構成されている。このコンバータ４０は、スイッチング素子Ｓ１～Ｓ４
と、ダイオードＤ１～Ｄ４と、リアクトルＬ１，Ｌ２と、を備える。スイッチング素子Ｓ
１～Ｓ４は、例えば絶縁ゲートバイポーラトランジスタ（Insulated Gate Bipolar Trans
istor，IGBT）として構成されており、電力ライン１４の正極母線１４ａと電力ライン１
４，２４の負極母線１４ｂ，２４ｂとの間にこの順に直列に接続されている。ダイオード
Ｄ１～Ｄ４は、スイッチング素子Ｓ１～Ｓ４の各々に逆方向に並列に接続されている。第
１リアクトルＬ１は、スイッチング素子Ｓ２とスイッチング素子Ｓ３との接続点Ｃ１と電
力ライン２４の正極母線２４ａとに接続されている。第２リアクトルＬ２は、スイッチン
グ素子Ｓ１とスイッチング素子Ｓ２との接続点Ｃ２と電力ライン３４の正極母線３４ａと
に接続されている。さらに、スイッチング素子Ｓ３とスイッチング素子Ｓ４との接続点Ｃ
３は、電力ライン３４の負極母線３４ｂに接続されている。なお、電力ライン１４には、
平滑用のコンデンサ１６が接続されており、電力ライン２４には、平滑用のコンデンサ２
６が接続されており、電力ライン３４には、平滑用のコンデンサ３６が接続されている。
【００１６】
　電子制御ユニット６０は、ＣＰＵを中心とするマイクロプロセッサとして構成されてお
り、ＣＰＵの他に、処理プログラムを記憶するＲＯＭ，データを一時的に記憶するＲＡＭ
，計時を行なうタイマ，設定値にタイマの計時値が一致したときに所定の出力を行なう一
致出力部，入出力ポートを備える。
【００１７】
　電子制御ユニット６０には、各種センサからの信号が入力ポートを介して入力されてい
る。電子制御ユニット６０に入力される信号としては、例えば、コンデンサ１６の端子間
に取り付けられた電圧センサ１６ａからのコンデンサ１６（電力ライン１４）の電圧ＶＨ
や、コンデンサ２６の端子間に取り付けられた電圧センサ２６ａからのコンデンサ２６（
電力ライン２４）の電圧ＶＬ１を挙げることができる。また、スイッチング素子Ｓ２とス
イッチング素子Ｓ３との接続点とリアクトルＬ１との間に取り付けられた電流センサ４１
からの電流ＩＬ１や、スイッチング素子Ｓ１とスイッチング素子Ｓ２との接続点とリアク
トルＬ２との間に取り付けられた電流センサ４２からの電流ＩＬ２、コンデンサ３６の端
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子間に取り付けられた電圧センサ３６ａからのコンデンサ３６（電力ライン１４）の電圧
ＶＬ２も挙げることができる。更に、第１電池２２の端子間に取り付けられた電圧センサ
からの電源電圧ＶＢ１や、第１電池２２の正極端子に取付られた電流センサからの電池電
流ＩＢ１、第２電池３２の端子間に取り付けられた電圧センサからの電源電圧ＶＢ２、第
２電池３２の正極端子に取付られた電流センサからの電池電流ＩＢ２も挙げることができ
る。その他、第１電池２２に取り付けられた温度センサ２２ａからの第１電池温度Ｔａや
、第２電池３２に取り付けられた温度センサ３２ａからの第２電池温度Ｔｂも挙げること
ができる。また、電子制御ユニット６０は、外部充電器１８が接続されているときには、
外部充電器１８と通信回線により接続され、外部充電器１８と通信する。
【００１８】
　電子制御ユニット６０からは、スイッチング素子Ｓ１～Ｓ４の制御信号Ｓ１ａ～Ｓ４ａ
が出力ポートを介して出力されている。また、電子制御ユニット６０は、電流センサから
の電池電流Ｉｂ１，電池電流Ｉｂ２に基づいて第１電池２２，３２の蓄電割合ＳＯＣ１，
ＳＯＣ２を演算している。蓄電割合ＳＯＣは、第１電池２２，３２の全容量に対する第１
電池２２，３２から放電可能な電力の容量の割合である。
【００１９】
　こうして構成された実施例の電源装置２０では、コンバータ４０は、電力ライン２４と
電力ライン１４との間では、即ち、第１電池２２に対しては、スイッチング素子Ｓ１，Ｓ
２を上アームとすると共にスイッチング素子Ｓ３，Ｓ４を下アームとするコンバータ（以
下、「第１電源用コンバータ」という）として機能する。この場合、下アーム（スイッチ
ング素子Ｓ３，Ｓ４）がオンで且つ上アーム（スイッチング素子Ｓ１，Ｓ２）がオフの状
態とすると、第１電池２２，電力ライン２４の正極母線２４ａ，リアクトルＬ１，スイッ
チング素子Ｓ３，スイッチング素子Ｓ４，電力ライン２４の負極母線２４ｂ，第１電池２
２の順に電流が流れる回路が形成される。このとき、リアクトルＬ１にエネルギが蓄積さ
れる。そして、この状態から、下アーム（スイッチング素子Ｓ３，Ｓ４）がオフで且つ上
アーム（スイッチング素子Ｓ１，Ｓ２）がオンの状態に切り替えると、第１電池２２，電
力ライン２４の正極母線２４ａ，リアクトルＬ１，ダイオードＤ２，ダイオードＤ１，電
力ライン１４の正極母線１４ａ，駆動装置１０，電力ライン１４の負極母線１４ｂ，電力
ライン２４の負極母線２４ｂ，第１電池２２の順に電流が流れる回路に切り替わる。この
とき、リアクトルＬ１のエネルギが電力ライン２４（第１電池２２）のエネルギと共に電
力ライン１４（駆動装置１０）に供給される。したがって、これらの状態を交互に形成す
ることにより、電力ライン２４の電力を電圧の昇圧を伴って電力ライン１４に供給するこ
とができる。
【００２０】
　また、コンバータ４０は、電力ライン３４と電力ライン１４との間では、即ち、第２電
池３２に対しては、スイッチング素子Ｓ１，Ｓ４を上アームとすると共にスイッチング素
子Ｓ２，Ｓ３を下アームとするコンバータ（以下、「第２電源用コンバータ」という）と
して機能する。この場合、下アーム（スイッチング素子Ｓ２，Ｓ３）がオンで且つ上アー
ム（スイッチング素子Ｓ１，Ｓ４）がオフの状態とすると、第２電池３２，電力ライン３
４の正極母線３４ａ，リアクトルＬ２，スイッチング素子Ｓ２，スイッチング素子Ｓ３，
電力ライン３４の負極母線３４ｂ，第２電池３２の順に電流が流れる回路が形成される。
このとき、リアクトルＬ２にエネルギが蓄積される。そして、この状態から、下アーム（
スイッチング素子Ｓ２，Ｓ３）がオフで且つ上アーム（スイッチング素子Ｓ１，Ｓ４）が
オンの状態に切り替えると、第２電池３２，電力ライン３４の正極母線３４ａ，リアクト
ルＬ２，ダイオードＤ１，電力ライン１４の正極母線１４ａ，駆動装置１０，電力ライン
１４の負極母線１４ｂ，ダイオードＤ４，電力ライン３４の負極母線３４ｂ，第２電池３
２の順に電流が流れる回路に切り替わる。このとき、リアクトルＬ２のエネルギが電力ラ
イン３４（第２電池３２）のエネルギと共に電力ライン１４（駆動装置１０）に供給され
る。したがって、これらの状態を交互に形成させることにより、電力ライン３４の電力を
電圧の昇圧を伴って電力ライン１４に供給することができる。
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【００２１】
　また、実施例の電源装置２０では、スイッチング素子Ｓ１，Ｓ２がオンでスイッチング
素子Ｓ３，Ｓ４がオフの状態とすると、外部充電器１８からの電流がスイッチング素子Ｓ
１，スイッチング素子Ｓ２，リアクトルＬ１，第１電池２２，外部充電器１８の回路に流
れ、第１電池２２を充電する。スイッチング素子Ｓ１，Ｓ４がオンでスイッチング素子Ｓ
２，Ｓ３がオフの状態とすると、外部充電器１８からの電流がスイッチング素子Ｓ１，リ
アクトルＬ２，第２電池３２，スイッチング素子Ｓ４，外部充電器１８の回路に流れ、第
２電池３２を充電する。スイッチング素子Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４がオンでスイッチング素子Ｓ
３がオフの状態とすると、外部充電器１８からの電流は、スイッチング素子Ｓ１，スイッ
チング素子Ｓ２，リアクトルＬ１，第１電池２２，外部充電器１８の回路と、スイッチン
グ素子Ｓ１，リアクトルＬ２，第２電池３２，スイッチング素子Ｓ４，外部充電器１８の
回路とに流れ、第１電池２２と第２電池３２とを同時に充電する。このときの第１電池２
２と第２電池３２とに流れる電流については、スイッチング素子Ｓ１，Ｓ２をスイッチン
グ制御することにより制御することができる。
【００２２】
　次に、電源装置２０に外部充電器１８を接続して第１電池２２，３２を充電する際の動
作について説明する。図２は、電子制御ユニット６０により実行される充電制御ルーチン
の一例を示すフローチャートである。このルーチンは、外部充電器１８が接続され、図示
しない設定画面からユーザにより充電時間Ｔｃｈｇや目標走行時間などが設定されたとき
に実行される。
【００２３】
　充電制御ルーチンが実行されると、電子制御ユニット６０は、まず、温度センサ２２ａ
，３２ａからの第１電池温度Ｔａ，第２電池温度Ｔｂを入力する（ステップＳ１００）。
続いて、以下の３つの充電方法により充電時間Ｔｃｈｇを最大電流Ｉｍａｘで第１電池２
２と第２電池３２とを充電したときの第１電池２２と第２電池３２とから放電可能な許容
最大電力としての出力制限Ｗｏｕｔ１，Ｗｏｕｔ２，Ｗｏｕｔ３を計算する（ステップＳ
１１０～Ｓ１５０、ステップＳ２１０～Ｓ２５０、ステップＳ３１０～Ｓ３５０）。第１
充電方法は、第１電池２２だけを充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流Ｉｍａｘで充電する方法
である。第２充電方法は、第２電池３２だけを充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流Ｉｍａｘで
充電する方法である。第３充電方法は、第１電池２２と第２電池３２を充電時間Ｔｃｈｇ
だけ最大電流Ｉｍａｘの半分の電流で各々充電する方法である。
【００２４】
　出力制限Ｗｏｕｔ１の計算では、まず、第１電池２２を充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流
Ｉｍａｘで充電したときの温度上昇値ΔＴａを温度上昇値計算用マップＡ１を用いて求め
る（ステップＳ１１０）。温度上昇値計算用マップＡ１は、第１電池２２の充電時間Ｔｃ
ｈｇと充電電流Ｉと温度上昇値ΔＴａとの関係を予め実験などにより求めることにより作
成することができる。温度上昇値計算用マップＡ１の一例を図３に示す。したがって、温
度上昇値ΔＴａは、充電時間Ｔｃｈｇと最大電流Ｉｍａｘとが与えられるとマップＡ１か
ら対応する温度上昇値ΔＴａを導出することにより求めることができる。続いて、入力し
た第１電池温度Ｔａに求めた温度上昇値ΔＴａを加えて、第１電池２２を充電時間Ｔｃｈ
ｇだけ最大電流Ｉｍａｘで充電したときの第１電池２２の推定温度Ｔａｅｓｔ１を計算す
る（ステップＳ１２０）。次に、推定温度Ｔａｅｓｔ１を出力制限用マップＡ２に適用し
て第１電池２２を充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流Ｉｍａｘで充電したときの第１電池２２
の出力制限Ｗｏｕｔ１ａを求める（ステップＳ１３０）。出力制限用マップＡ２は、第１
電池２２の推定温度Ｔａｅｓｔと出力制限Ｗｏｕｔ１ａとの関係を予め実験などにより求
めることにより作成することができる。出力制限用マップＡ２の一例を図４に示す。次に
、入力した第２電池温度Ｔｂ（充電後の推定温度）を出力制限用マップＢ２に適用して第
２電池３２の出力制限Ｗｏｕｔ１ｂを求める（ステップＳ１４０）。出力制限用マップＢ
２は、第２電池３２の温度Ｔｂと出力制限Ｗｏｕｔ１ｂとの関係を予め実験などにより求
めることにより作成することができる。出力制限用マップＢ２の一例を図５に示す。なお
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、入力した第２電池温度Ｔｂについては、第２電池３２については充電が行なわれないか
ら、充電後の推定温度として用いている。そして、出力制限Ｗｏｕｔ１ａと出力制限Ｗｏ
ｕｔ１ｂとの和として出力制限Ｗｏｕｔ１を計算する（ステップＳ１５０）。
【００２５】
　出力制限Ｗｏｕｔ２の計算では、まず、第２電池３２を充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流
Ｉｍａｘで充電したときの温度上昇値ΔＴｂを温度上昇値計算用マップＢ１を用いて求め
る（ステップＳ２１０）。温度上昇値計算用マップＢ１は、第２電池３２の充電時間Ｔｃ
ｈｇと充電電流Ｉと温度上昇値ΔＴｂとの関係を予め実験などにより求めることにより作
成することができる。温度上昇値計算用マップＢ１の一例を図６に示す。したがって、温
度上昇値ΔＴｂは、充電時間Ｔｃｈｇと最大電流Ｉｍａｘとが与えられるとマップＢ１か
ら対応する温度上昇値ΔＴｂを導出することにより求めることができる。続いて、入力し
た第２電池温度Ｔｂに求めた温度上昇値ΔＴｂを加えて、第２電池３２を充電時間Ｔｃｈ
ｇだけ最大電流Ｉｍａｘで充電したときの第２電池３２の推定温度Ｔｂｅｓｔ１を計算す
る（ステップＳ２２０）。次に、推定温度Ｔｂｅｓｔ１を図５に例示した出力制限用マッ
プＢ２に適用して第２電池３２を充電時間Ｔｃｈｇだけ最大電流Ｉｍａｘで充電したとき
の第２電池３２の出力制限Ｗｏｕｔ２ｂを求める（ステップＳ２３０）。入力した第１電
池温度Ｔａ（充電後の推定温度）を図４に例示した出力制限用マップＡ２に適用して第１
電池２２の出力制限Ｗｏｕｔ２ａを求める（ステップＳ２４０）。ここで、入力した第１
電池温度Ｔａについては、第１電池２２については充電が行なわれないから、充電後の推
定温度として用いている。そして、出力制限Ｗｏｕｔ２ａと出力制限Ｗｏｕｔ２ｂとの和
として出力制限Ｗｏｕｔ２を計算する（ステップＳ２５０）。
【００２６】
　出力制限Ｗｏｕｔ３の計算では、まず、出力制限Ｗｏｕｔ１の計算において第１電池２
２の推定温度Ｔａｅｓｔ１の計算と同様に、温度上昇値計算用マップＡ１に充電時間Ｔｃ
ｈｇと最大電流Ｉｍａｘの半分の電流（Ｉｍａｘ／２）とを適用して、第１電池２２を充
電時間Ｔｃｈｇだけ電流（Ｉｍａｘ／２）で充電したときの第１電池２２の推定温度Ｔａ
ｅｓｔ２を計算する（ステップＳ３１０）。続いて、出力制限Ｗｏｕｔ２の計算において
第２電池３２の推定温度Ｔｂｅｓｔ１の計算と同様に、温度上昇値計算用マップＢ１に充
電時間Ｔｃｈｇと最大電流Ｉｍａｘの半分の電流（Ｉｍａｘ／２）とを適用して、第２電
池３２を充電時間Ｔｃｈｇだけ電流（Ｉｍａｘ／２）で充電したときの第２電池３２の推
定温度Ｔｂｅｓｔ２を計算する（ステップＳ３２０）。そして、推定温度Ｔａｅｓｔ２を
出力制限用マップＡ２に適用して第１電池２２を充電時間Ｔｃｈｇだけ電流（Ｉｍａｘ／
２）で充電したときの第１電池２２の出力制限Ｗｏｕｔ３ａを求めると共に（ステップＳ
３３０）、推定温度Ｔｂｅｓｔ２を出力制限用マップＢ２に適用して第２電池３２を充電
時間Ｔｃｈｇだけ電流（Ｉｍａｘ／２）で充電したときの第２電池３２の出力制限Ｗｏｕ
ｔ３ｂを求める（ステップＳ３４０）。そして、出力制限Ｗｏｕｔ３ａと出力制限Ｗｏｕ
ｔ３ｂとの和として出力制限Ｗｏｕｔ３を計算する（ステップＳ３５０）。
【００２７】
　こうして出力制限Ｗｏｕｔ１，Ｗｏｕｔ２，Ｗｏｕｔ３を計算すると、出力制限Ｗｏｕ
ｔ１，Ｗｏｕｔ２，Ｗｏｕｔ３のうちいずれが最大であるかを判定する（ステップＳ４０
０）。ステップＳ４００で出力制限Ｗｏｕｔ１が最大であると判定したときには、第１電
池２２だけを充電する第１充電方法により充電を行なって（ステップＳ４１０）、本ルー
チンを終了する。ステップＳ４００で出力制限Ｗｏｕｔ２が最大であると判定したときに
は、第２電池３２だけを充電する第２充電方法により充電を行なって（ステップＳ４２０
）、本ルーチンを終了する。ステップＳ４００で出力制限Ｗｏｕｔ３が最大であると判定
したときには、第１電池２２と第２電池３２との双方を充電する第３充電方法により充電
を行なって（ステップＳ４３０）、本ルーチンを終了する。このように、出力制限Ｗｏｕ
ｔ１，Ｗｏｕｔ２，Ｗｏｕｔ３のうち最大となる出力制限に対応する充電方法によって充
電することにより、第１電池２２および第２電池３２から出力可能な許容最大電力（出力
制限Ｗｏｕｔ）が大きくなるように第１電池２２および第２電池３２を充電することがで
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きる。
【００２８】
　以上説明した実施例の電源装置２０では、充電時間Ｔｃｈｇと最大電流Ｉｍａｘを用い
て、第１充電方法により充電したときの出力制限Ｗｏｕｔ１と、第２充電方法により充電
したときの出力制限Ｗｏｕｔ２と、第３充電方法により充電したときの出力制限Ｗｏｕｔ
３と、を計算し、出力制限Ｗｏｕｔ１，Ｗｏｕｔ２，Ｗｏｕｔ３のうち最大となる出力制
限に対応する充電方法によって充電する。これにより、第１電池２２および第２電池３２
から出力可能な許容最大電力（出力制限Ｗｏｕｔ）が大きくなるように第１電池２２およ
び第２電池３２を充電することができる。
【００２９】
　実施例の電源装置２０では、第１電池２２と第２電池３２の２つの電池を備えるものと
したが、第１電池と第２電池と第３電池の３つの電池を備えるものとしてもよい。この場
合、第１電池だけを充電する第１充電方法と、第２電池だけを充電する第２充電方法と、
第３電池だけを蓄電する第３充電方法と、第１電池と第２電池だけを同時に充電する第４
充電方法と、第２電池と第３電池だけを同時に充電する第５充電方法と、第１電池と第３
電池だけを同時に充電する第６充電方法と、第１電池と第２電池と第３電池とを同時に充
電する第７充電方法とについて、充電時間Ｔｃｈｇと最大電流Ｉｍａｘを用いて、出力制
限Ｗｏｕｔ１，Ｗｏｕｔ２，…，Ｗｏｕｔ７を求め、出力制限Ｗｏｕｔ１，Ｗｏｕｔ２，
…，Ｗｏｕｔ７のうち最大となる出力制限に対応する充電方法によって充電すればよい。
電源装置２０が４つ以上の電池を備える場合も同様である。
【００３０】
　実施例の電源装置２０では、直列に接続されたスイッチング素子Ｓ１～Ｓ４を備えるコ
ンバータ４０により、第１電池２２と第２電池３２とを充電するものとした。しかし、第
１電池２２に接続された２つのスイッチング素子と１つのリアクトルを有する第１コンバ
ータと、第２電池３２に接続された２つのスイッチング素子と１つのリアクトルを有する
第２コンバータとを並列に接続し、第１電池２２と第２電池３２とを充電するものとして
もよい。
【００３１】
　実施例の電源装置２０では、蓄電装置として、リチウムイオン二次電池やニッケル水素
二次電池により構成された第１電池２２、第２電池３２を用いるものとしたが、蓄電可能
な装置であればよく、キャパシタなどを用いるものとしてもよい。
【００３２】
　実施例の主要な要素と課題を解決するための手段の欄に記載した発明の主要な要素との
対応関係について説明する。実施例では、
第１電池２２と第２電池３２とが「Ｎ個の蓄電装置」に相当し、駆動装置１０が「駆動装
置」に相当し、コンバータ４０が「充電切替装置」に相当し、電子制御ユニット６０が「
充電制御装置」に相当する。
【００３３】
　以上、本発明を実施するための形態について実施例を用いて説明したが、本発明はこう
した実施例に何等限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、
種々なる形態で実施し得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明は、電源装置の製造産業などに利用可能である。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　負荷、１４，２４，３４　電力ライン、１４ａ，２４ａ，３４ａ　正極母線、１
４ｂ，２４ｂ，３４ｂ　負極母線、１６，２６，３６　コンデンサ、１６ａ，２６ａ，３
６ａ　電圧センサ、１８　外部充電器、２０　電源装置、２２，３２　バッテリ、２２ａ
，３２ａ　温度センサ、４０　コンバータ、４１，４２　電流センサ、６０　電子制御ユ
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ニット、Ｄ１～Ｄ４　ダイオード、Ｌ１，Ｌ２　リアクトル、Ｓ１～Ｓ４　スイッチング
素子。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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